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校
よ
り
引
出
だ
し
目
下
皇
城
に
向
け
運
搬
中
な
る
が
何
様
二
千
貫
の
重
最
を

有
し
一
丈
五
尺
の
高
さ
あ
れ
ば
其
運
搬
な
か
／
＼
困
難
に
し
て
二
週
間
以
上

を
費
や
さ
ゞ
れ
ば
皇
城
内
に
着
せ
ざ
る
べ
し
と
云
ふ
借
て
此
運
搬
方
は
神

田
美
土
代
町

一
丁
目

一
番
地
足
立
博
兵
衛
が
請
負
ひ
人
夫
二
十
名
を
以
て
曳

き
居
れ
る
が
昨
日
迄
に
は
漸
く
萬
世
橋
附
近
ま
で
引
出
し
た
る
の
み
に
し
て

之
れ
よ
り
本
通
り
に
出
で
萬
世
橋
を
渡
り
淡
路
町
よ
り
紳
田
橋
を
渡
り
丸
の

内
に
入
り
御
濠
端
に
添
ひ
日
比
谷
よ
り
櫻
田
門
に
出
で
馬
場
先
御
門
内
の
建

設
慮
ま
で
運
搬
す
る
の
豫
定
な
る
が
橋
々
に
は
ウ
ケ
を
入
れ
て
そ
れ
を
運
ぶ

の
手
順
に
し
て
其
請
負
賃
は
一
千
圃
以
上
な
り
と
云
ふ
〔
下
略
〕

（
明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
日
『
報
知
新
聞
』
）

な
お
、
同
日
付
『
日
本
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
銅
像
に

は
堅
牢
な
板
囲
い
を
為

し
、
周
囲
に
は
し
め
飾
り
を
施
し
、
住
友
の
定
紋
を
置
い
た
大
提
灯
を
四
隅
に

掲
げ
、
俗
に
コ
ロ
と
称
す
る
機
械
を
用
い
て
運
搬
し
た
と
い
う
。
同
年
七
月
十

日
、
据
付
工
事
等
全
て
完
成
し
た
。
台
座
の
左
側
面
に
は
記
文
を
鋳
出
し
た
銅

板
が
嵌
入
さ
れ
た
が
、
記
文
の
撰
定
と
揮
奄
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
文
学
博

士
川
田
剛
（
甕
江
）
撰
文
、
織
田
宗
之
、
文
学
博
士
重
野
安
繹
修
撰
、
岡
本
碧
巌

揮
運
の
短
い
記
文
に
定
ま
っ
て
、
こ
れ
を
本
校
が
鋳
造
し
た
。
初
め
住
友
家
お

よ
び
本
校
は
二
重
橋
近
い
場
所
に
建
設
を
希
望
し
た
が
、
軍
隊
の
調
練
に
支
障

を
来
す
理
由
を
以
て
二
重
橋
外
東
馬
場
先
門
内
の
西
南
に
建
設
さ
れ
た
の
だ
と

い
う
（
『
住
友
春
翠
』
昭
和
三
十
年
。
同
編
纂
委
員
会
）
。

今
泉
雄
作
の
辞
任

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
三
日
、
今
泉
雄
作
は
本
校
教
授
か
ら
東
京
帝
室
博

ま
で
本
校
嘱
託
と
し
て
考
古
学
講
義
を
担
当
し
た
。
彼
は
東
洋
美
術
学
者
と
し

一
年
一
月
ま
で
京
都
市
美
術

学
校
長
を
つ
と
め
、
同
年
五

月
十
日
、
岡
倉
覚
三
辞
職
後
の
本
校
に
戻
っ
て
教
授
と
な
っ
た
。
担
当
は
東
洋

美
術
史
、
図
案
法
、
図
案
実
習
、
東
洋
考
古
学
で
、
彼
の
転
任
に
よ
り
、
東
洋

美
術
史
は
大
村
西
崖
が
、
東
洋
考
古
学
は
小
杉
檻
咄
が
引
継
ぎ
、
図
案
法
は
今

泉
が
嘱
託
と
し
て
暫
く
こ
れ
を
続
行
し
た
。
今
泉
の
図
案
法
講
義
に
つ
い
て
は

す
で
に
本
書
第
一
巻
で
紹
介
し
た
が
、
東
洋
美
術
史
講
義
に
関
し
て
は
西
方
俊

造
筆
記
「
東
洋
美
術
史
」
が
残

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
十
一
年
九
月
か
ら

翌
三
十
二
年
六
月
に
か
け
て
の
講
義
筆
記
で
、
日
本
美
術
史
、
支

那

美

術

略

史
、
日
本
彫
刻
史
、
日
本
金
工
史
か
ら
成
る
。
東
洋
考
古
学
に
つ
い
て

は
本
保

義
太
郎
筆
記
「
東
洋
考
古
学
」
（
富
山
県
立
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。
筆
記
の
時
期
は

前
者
と
同
じ
で
あ
る
。

今
泉
は
帝
博
に
大
正
四
年
一
月
ま
で
勤
務
し
、
傍
ら
文
展
審
査
委
員
や
各
種

博
覧
会
鑑
査
官
を
歴
任
し
、
古
寺
社
保
存
会
委
員
、
帝
室
技
芸
員
撰
択
委
員
も

っ
と
め
た
。
大
正
十
三
年
四
月
十
四
日
よ
り
昭
和
六
年
一
月
二
十
八
日
の
死
去

て
だ
け
で
な
く
、
茶
人
と
し
て
も
有
名
で
、
茶
道
関
係
の
書
物
を
多
く
所
蔵
す

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
書
物
は
国
立
国
会
図
書
館
に
「
今
泉
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今泉 雄作

物
館
美
術
部
長
兼
美
術
工
芸

部
長
に
転
任
し
た
。
彼
は
本

書
第
一
巻
に
記
し
た
と
お

り
、
本
校
創
設
に
係
わ
り
、

教
授
と
な
っ
た
の
ち
、
明
治

二
十
七
年
十
月
か
ら
同
一―-+
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高
村

竹
内

石
川

山
名

川
端

荒
木

武
二
「
池
畔
」

光
明
「
古
代
鷹
狩
」

鶏
置
物
」

光
雲
「
盲
人
川
を
渡
ら
ん
と
す
」

「
肩
車
」

久

器

海

野

美

盛

器

貫
義
「
松
に
富
士
」

玉
章
「
晩
秋
渓
澗
」

寛
畝
「
枯
木
小
禽
」

本
多
天
城
「
羅
浮
の
図
」

浅

井

忠

「

海

岸

」

和
田
英
作
「
機
織
」

中
村
勝
治
郎
「
暮
春
」

小
林
万
吾
「
夕
の
森
」
「
晩
景
」

久
米
桂
一
郎
「
東
京
附
近
の
冬
夕
」

黒
田
清
輝
「
湖
辺
」
「
智

．
感

・
情」

藤
島

「
残
瞭
」「

秋
郊
」

「
今
様
婦
人
」

「
岩
頭
孔
雀
」

「
藤
原
通
成
」

「
山
霊
詞
護
」

銅置
〇
巴
里
博
覧
會
受
賞
者

に
開
係
あ
る
も
の
は
左
の
如
し

金
牌
の
部

物

沼
田

一
雅

「狸」

「
十
月
の
陽
光
」

「
樹
蔭
」

「
雌
雄

「
寂
霙
」

⑦

。
ハ
リ
万
国
博
覧
会

明
治
三
十
三
年
（
一
九

0
0年
）
四
月
十
四
日
か
ら
十
一
月
三
日
ま
で
パ
リ

万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
既
述
の
仏
文
本
校
概
要
も
教
育
部
に
出
品
さ
れ

た
。
美
術
部
に
は
本
校
教
官
も
多
く
が
出
品
し
た
が
、
そ
れ
は
お
よ
そ
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

守
敬
「
老
夫
頭
」

一
雅
「
猿
廻
し
」

淡
哉

「子
守」

勝
瑕

「
花
瓶
」

美
盛
「
愧
儡
師
丸
彫
置
物
」

勝
幸

「
元
録
人
物
」
「
花
瓶
」

杉
浦
瀧
次
郎

「
置
物
」

川
之
辺
一
朝

「
文
台
附
属
品
硯
箱
外
各
種
」

ほ
か
に
本
校
の
卒
業
制
作
で
あ
る
溝
口
禎
二
郎
「
菅
公
左
遷
」
、
木
村
武
山

「
高
倉
帝
厳
島
行
幸
」
、
結
城
素
明
「
兵
車
行
」
、

渡
辺
香
涯
「
春
遊
」
、

大
森

敬
堂
「
秋
景
山
水
」
、

和
田
英
作
「
渡
頭
の
夕
暮
」
、

白
瀧
幾
之
助
「
稽
古
」
、

湯
浅
一
郎
「
漁
夫
晩
帰
」
、
島
田
佳
突
「
徳
川
式
室
内
装
飾
」
、
河
辺
正
夫
「
西

洋
式
建
築
図
案
」
等
も
出
品
さ
れ
た
（
明
治
三
十
五
年
三
月
農
商
務
省
発
行
『
千
九

百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
樽
覧
会
事
務
局
報
告
』

お
よ
び
明
治
三
十
六
年
三
月
残
務

取
扱
所
発
行
『
千
九
百
年
巴
里
万
国
樽
覧
会
出
品
耕
合
協
会
報
告
』
に
よ
る
）
。

受
賞
者
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
創
刊
号
の
本
校
関
係

者
（
現
職
教
官
と
卒
業
生
）
の
受
賞
に
関
す
る
記
事
を
転
載
す
る
。

向
井

黒
岩

海
野

海
野

文
庫
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
附
属
図
書
館
蔵
書
中
に
「
元

凝
庵
蔵
書
」
の
印
の
あ
る
も
の
を
散
見
す
る
が
、
元
凝
庵
（
無
碍
庵
、
無
凝
追
人

と
も
記
す
。）
は
今
泉
の
筆
名
で
あ
る
。

沼
田

長
沼

山
田

鬼
斎
「
農
夫
」

「
秘
曲
吹
奏
」

銅

謹

物

銅
「虎」

黒

岩

淡

哉

香
川

勝

廣

「
朧
銀
彫
牧
童
置
物
」

四
月
二
十
四
日
の
官
報
に
て
稜
表
し
た
り

「
花
瓶
」
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